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A wide range of products and services has been commoditized as a result of globalization of the 
economy, and companies have been increasingly seeking to derive their competitiveness from the 
knowledge creation of their staff. Social networking among employees is the basis of knowledge 
creation, and it has been pointed out that if management can support its social networks, it will be 
able to gain organizational strength.  
This paper uses the example of a company that has been evaluated highly for its utilization of ICT 
in business, we analyze the relationship between collaboration network and communication 
network. Based on the results, we propose how to manage the collaboration network by 
manipulating communication style.  
 































士の関係を緊密にする具体的な方策に言及した(Cross and Parker, 2004)。更に、様々な業種にわたる 60
以上の事例から企業内の社会ネットワークを 3 種類に分類し、そのネットワークの形態によって発生し
易い共同作業に違いがあることを示した(Cross, Liedtka and Weiss, 2005)。 
加えて、Gloor は事例分析から、企業において社会ネットワークがイノベーションを生み出す土壌に
なることを説明し、情報システムの利用を前提として事業活動に好影響を与える理想的な社会ネットワ




































そのような状況の中、Y 社では自ら ICT を活用した経営改善を実践し、そのノウハウを武器に、大口
法人顧客への提案型営業活動を展開し、顧客に対する付加価値を向上させている。また、新規事業とし
てオフィスで利用する紙のリサイクルサービスを手掛け、この分野で売り上げを拡大させている。社員
数は 26 名だが、昨期売上高は 32 億円となっており、全国の代理店でトップ 10 に入る業績を上げてい
る（2008 年 8 月現在）。 






れている。2007 年 9 月に社内コミュニケーションで利用されたボイスメイルは、社員一人あたり一日の
平均送信数が 29.3 件、平均利用時間は 46.0 分となっている。図 1 は、2007 年 9 月の一ヶ月間にボイス
メイルの送信が多かった社員を左から順番に並べたボイスメイル送信数のグラフである（2007 年 9 月時




























2007 年 9 月に発行されたサンクスカードは、社員一人あたりの一ヶ月の平均発行枚数が 43.9 枚、最













図 2. サンクスカードのサンプル 
 
2005 年 10 月から 2007 年 9 月まで連続して在籍していた 21 名の社員であり、この 24 ヶ月間に当該社
員間で取り交わされたサンクスカードは合計で 16,638 枚（月平均 693.3 枚）であった。サンクスカード
の交換ルールにおいて、社員をノードと考え、サンクスカードが受け渡された関係をノード間のリンク




























































して図 3 の A04 社員、A05 社員の 2 名を選定した。 
 




















下の 3 項目を説明変数とした。X1 であるボイスメイル受信数は、基点社員が 1 ヶ月間に受信したボイス







情報蓄積量順位 次数順位 媒介性順位 役職
A01 2 1 12 11 19 経営者・管理職
A02 1 8 3 7 9 経営者・管理職
A03 5 3 6 5 16 経営者・管理職
A04 3 2 4 1 3 経営者・管理職
A05 4 5 1 3 5 経営者・管理職
B01 10 16 9 14 7 一般社員
B02 13 12 6 17 14 一般社員
B03 9 7 6 8 18 一般社員
B04 12 11 9 15 21 一般社員
B05 11 6 9 6 8 一般社員
B06 7 10 11 10 6 一般社員
B07 8 4 2 4 11 一般社員
B08 6 9 4 9 20 一般社員
C01 14 13 12 2 2 パート社員
C02 17 17 12 13 10 パート社員
C03 18 14 12 16 15 パート社員
C04 16 15 12 12 4 パート社員
D01 21 21 12 20 17 その他
D02 18 19 12 19 1 その他
D03 15 18 12 18 12 その他







X1 : 基点社員のボイスメイル受信数 
X2 : 基点社員のボイスメイル送信数 








Y1 : 企業内社会ネットワークのクラスタ係数 
Y2 : 企業内社会ネットワークのパス長 
Y3 : 企業内のボイスメイル送信量（基点社員分を除く） 
 
重回帰分析の結果を表 2 に示す（基点社員候補以外も含む）。企業内社会ネットワークのクラスタ係
数については、基点社員候補である A04 社員及び A05 社員の自由度調整済み R2 が低く、基点社員のコ
ミュニケーション行動が内輪のつながりを濃密度にさせる効果を持っているとはいえないことがわか
った（ただし、社員数 26 名である Y 社は、定常的にクラスタリング係数が高い）。 
 

































一方で、社会ネットワークのパス長 Y2 とボイスメイル送信量 Y3 は、A05 社員において各説明変数と

































































































































 より高い相関を示した A05 社員を取り上げてさらに説明変数間の多重共線性について確認すると、
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企業内社会ネットワークのクラスタ係数（Y1） 0.31 0.54 0.51
企業内社会ネットワークのパス長（Y2） 1.06 0.60 1.74
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